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主
催
者
を
代
表
し
て
前
田
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
法
人
会
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
て
く
る
。
石
平

さ
ん
の
講
演
に
も
あ
っ
た
が
、
国
際
情

勢
は
日
に
日
に
変
わ
っ
て
お
り
、
目
が

離
せ
な
い
。
同
様
に
国
内
も
先
が
見
通

せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
時
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
信
念
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
し
っ
か

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
連

携
を
密
に
し
、
よ
そ
の
神
よ
り
う
ち
の

神
を
大
事
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
法
人
会
の
結
束
を
訴
え
、

会
員
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

事
前
に
総
会
開
催
の
ご
案
内
と
関
係

書
類
を
全
会
員
に
配
布
し
、
出
席
を
要

請
し
た
結
果
、
当
日
の
出
席
が
80
名
、

議
決
権
行
使
書
の
提
出
２
５
４
名
、
委

任
状
の
提
出
３
３
５
名
と
な
り
、
定
款

で
定
め
る
総
会
成
立
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
定
刻
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
行
わ
れ
た
平
成
29

年
度
功
労
者
表
彰
式
で
は
、
会
員
増
強

に
尽
力
さ
れ
た
地
区
役
員
、
目
標
達
成

地
区
、
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報

告
と
収
支
決
算
の
説
明
が
さ
れ
、
監
査

報
告
の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画

と
収
支
予
算
に
つ
い
て
は
理
事
会
の
承

認
を
受
け
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
記
念

講
演
会
で
は
、
評
論
家
の
石
平
氏
か
ら

「
中
国
の
経
済
政
治
情
勢
と
今
後
の
行

方
」
と
題
し
、
中
国
の
現
状
を
経
済
・

政
治
の
両
面
か
ら
分
析
し
、
今
後
の
日

本
と
の
関
係
な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

挨拶する 前田 会長

第
７
回
通
常
総
会
が
５
月
25
日
㈮
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田
で
開
催
さ
れ
、

議
案
は
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。





〜
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
〜

表
彰
を
受
け
ら
れ
た皆

様

公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会

�
�
�
�
�
�
�

第
７
回
通
常
総
会
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基

本

方

針

税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
に
努
め
、
公
益
性
の
高
い
社
会
貢

献
事
業
を
推
進
し
、
税
制
・
税
務
に

関
す
る
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
会

員
の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援
し
、

組
織
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
に
会

員
増
強
に
努
め
、
加
え
て
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

事
業
承
継
を
は
じ
め
企
業
経
営
の
安

定
に
資
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

公
１
の
事
業

適
正
で
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の

維
持
発
展
を
図
る
た
め
に
、
会
員
以

外
の
企
業
も
含
め
て
税
法
・
税
務
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
同
時
に

税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た

め
に
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

活
用
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

税
制
改
正
に
関
す
る
活
動
は
、
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

法
人
会
の
主
た
る
活
動
で
あ
り
、
適

切
な
対
応
を
図
る
た
め
、
税
務
署
等

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
説
明

会
等
を
開
催
す
る
こ
と
に
加
え
、
全

法
連
に
よ
る
国
会
・
政
党
に
対
す
る

税
制
改
正
提
言
活
動
と
連
動
し
、
当

会
で
も
地
元
自
治
体
と
議
会
に
提
言

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

租
税
教
育
事
業
と
し
て
、
小
学
生

か
ら
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
出
前
租

税
教
室
を
、
酒
田
市
無
形
民
俗
文
化

財
「
庄
内
出
羽
人
形
芝
居
」
の
津
盛

氏
と
連
携
し
て
若
浜
小
、
浜
中
小
、

黒
森
小
、
八
幡
小
の
４
校
で
実
施
し

ま
す
。
併
せ
て
、
租
税
教
室
実
施
校

の
６
年
生
に
は
「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
応
募
を
依

頼
し
ま
す
。
優
秀
作
品
は
、
確
定
申

告
の
期
間
中
に
申
告
会
場
と
市
役
所

に
展
示
し
て
市
民
に
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
事
業
の
時

な
ど
に
掲
示
し
ま
す
。

公

２
の
事
業

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
、

社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
広
く
一
般
の
企
業
や

住
民
を
対
象
に
し
て
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
多
彩
な
社
会
貢
献
活
動
を

実
施
し
ま
す
。「
通
常
総
会
記
念
講

演
会
」、「
税
を
考
え
る
週
間
」
記
念

事
業
、「
新
春
の
集
い
」
講
演
会
な
ど
、

地
域
に
定
着
し
た
公
開
事
業
と
し
て

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
原

則
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
、
地
域

企
業
と
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め
ま

す
。こ

う
し
た
公
１
と
公
２
の
事
業
を

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
社

団
法
人
に
課
さ
れ
て
い
る
公
益
目
的

事
業
比
率
な
ど
、
三
つ
の
基
準
を
満

た
す
こ
と
に
配
慮
し
た
運
営
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
流
事
業
等

会
員
企
業
や
従
業
員
の
福
利
厚
生

制
度
と
し
て
、
大
同
生
命
㈱
、
Ａ
Ｉ

Ｇ
保
険
会
社
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
生
命
保
険
会
社
の
保
険
三
社
と

連
携
し
て
、
会
員
企
業
に
情
報
提
供
、

普
及
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
税

に
関
す
る
書
籍
の
販
売
を
す
る
【
収

１
】
事
業
や
会
員
相
互
の
親
睦
交
流

を
図
る
【
他
１
】
事
業
も
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。
ゴ
ル
フ
大
会
や
麻
雀

大
会
な
ど
の
事
業
も
計
画
予
定
で
す

の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

組
織
強
化
と
基
盤
整
備
組
織
の
活

発
な
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
組

織
の
強
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
全
国

的
に
も
会
員
数
が
減
少
す
る
中
、
当

地
域
に
お
い
て
も
稼
働
法
人
の
減
少

傾
向
も
重
な
り
、
同
様
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
理
事
会
、
地
区
役
員

会
を
中
心
に
会
員
拡
大
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
も

繋
が
り
を
駆
使
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
７
回
通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
た

「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
」
は
２
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
29
年
度
第
４
回
理
事
会
で
承
認
を

受
け
て
報
告
し
た
も
の
で
す
。

�
�
��
�
�

平
成
30
年
度

�

�
�
�
�

�
�
�

事
業
活
動
方
針
に
つ
い
て

●
来
賓
挨
拶
●

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁

総
務
企
画
部
長

小

松

浩

様

酒
田
税
務
署
長

関

孝

夫

様
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【
高
度
成
長
の
終
焉
と

経
済
破
綻
の
危
険
性
】

中
国
の
経
済
成
長
率
が
２
０
１
１

年
に
10
％
を
下
回
っ
て
以
来
、
６
年

連
続
で
下
が
っ
た
。
２
０
１
６
年
に

は
６
・
７
％
ま
で
下
が
り
、
17
年
に

０
・
１
％
上
が
っ
た
が
、
今
後
も
下

が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
中
国
は
輸
出
と
投
資
の

「
二
台
の
馬
車
」
経
済
戦
略
に
よ
り

高
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
対

外
輸
出
の
伸
び
率
は
20
年
間
に
わ
た

っ
て
年
25
％
前
後
、
投
資
の
伸
び
率

は
25
％
か
ら
30
％
と
非
常
に
高
い
数

字
だ
っ
た
。

し
か
し
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
労
働

力
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
安
さ
を
売
り

物
に
し
て
き
た
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ

ャ
イ
ナ
が
急
速
に
競
争
力
を
失
っ
て

き
て
い
る
。
不
動
産
投
資
も
や
り
過

ぎ
て
、
幽
霊
タ
ウ
ン
が
あ
ち
こ
ち
に

出
現
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
形
の
高

度
成
長
は
終
わ
っ
た
と
い
え
る
。

中
国
経
済
が
抱
え
る
「
時
限
爆

弾
」
が
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
年
間
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
約
80
兆
人
民
元
）
を
超
え
94

兆
人
民
元
（
17
年
末
、
約
１
５
０
０

兆
円
）
に
も
達
し
て
い
る
国
有
企
業

の
負
債
。
も
う
一
つ
は
、
急
騰
し
続

け
る
不
動
産
バ
ブ
ル
。
普
通
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
が
銀
行
か
ら
金

を
借
り
て
２
軒
目
、
３
軒
目
の
家
や

マ
ン
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
が
、
永

遠
に
上
が
る
不
動
産
価
格
は
ど
こ
に

も
な
い
。
こ
の
二
つ
の
時
限
爆
弾
が

い
つ
破
裂
す
る
か
誰
に
も
わ
か
ら
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

【
周
近
平
独
裁
体
制
の
成
立
と

今
後
の
中
国
政
治
】

周
近
平
は
、
２
０
１
２
年
に
中
国

共
産
党
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
以
来
、

腐
敗
摘
発
運
動
を
強
力
に
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
権
力
基
盤
を
固
め
、
誰

も
反
対
で
き
な
い
体
制
を
築
き
上
げ

て
き
た
。

今
年
３
月
に
開
か
れ
た
全
国
人
民

大
会
で
、
周
近
平
は
２
つ
の
憲
法
改

正
を
行
っ
た
。
ま
ず
２
期
10
年
だ
っ

た
国
家
主
席
の
任
期
の
制
限
を
撤
廃

し
、
終
身
独
裁
体
制
へ
の
道
を
開
い

た
。
さ
ら
に
自
分
の
思
想
を
憲
法
に

盛
り
込
ん
だ
。
今
ま
で
憲
法
に
自
分

の
思
想
を
盛
り
込
ん
だ
の
は
「
建
国

の
父
」
毛
沢
東
だ
け
で
、
改
革
・
開

放
路
線
を
進
め
て
中
国
を
世
界
第
２

位
の
経
済
大
国
に
し
た
鄧
小
平
は
思

想
よ
り
一
段
格
下
の
理
論
を
憲
法
に

盛
り
込
ん
だ
。
自
分
の
思
想
を
憲
法

に
盛
り
込
む
と
い
う
こ
と
は
、
周
近

平
に
異
論
を
唱
え
る
と
憲
法
違
反
に

な
る
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
に
よ
り
毛
沢
東
と
鄧
小
平
に

肩
を
並
べ
た
が
、
業
績
の
点
で
二
人

の
足
元
に
も
及
ば
ず
、
そ
れ
が
周
近

平
の
ア
キ
レ
ス
腱
に
な
っ
て
い
る
。

【
周
政
権
の
国
際
戦
略
と

日
中
関
係
】

毛
沢
東
や
鄧
小
平
と
肩
を
並
べ
る

業
績
を
作
る
領
域
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

は
も
は
や
国
の
外
に
し
か
な
い
。

周
近
平
は
「
中
華
民
族
の
偉
大
な

る
復
興
」
す
な
わ
ち
「
中
国
の
夢
」

を
新
し
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
打
ち

出
し
た
。
こ
れ
は
近
代
以
前
の
経
済

力
で
も
文
化
力
で
も
ナ
ン
バ
ー
・
ワ

ン
だ
っ
た
中
国
を
頂
点
と
し
た
「
華

夷
秩
序
」
の
復
活
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
国
際
戦
略
が

「
一
帯
一
路
」
で
、
経
済
版
の
華
夷

秩
序
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

政
治
面
で
の
国
際
戦
略
と
し
て
は

南
シ
ナ
海
の
軍
事
拠
点
化
を
進
め
て

き
た
。
世
界
の
貿
易
の
半
分
く
ら
い

が
通
る
南
シ
ナ
海
を
押
さ
え
れ
ば
、

日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の
国
は
み
な

中
国
の
軍
門
に
下
る
こ
と
に
な
る
。

経
済
面
で
の
一
帯
一
路
と
軍
事
面

で
の
南
シ
ナ
海
支
配
の
二
つ
の
戦
略

は
表
裏
一
体
、
中
国
を
中
心
と
し
た

新
し
い
華
夷
秩
序
を
作
り
上
げ
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
こ
の
大
仕
事
を
自

分
の
手
で
成
し
遂
げ
れ
ば
、
周
近
平

は
毛
沢
東
も
鄧
小
平
も
遥
か
に
超
え

た
、
中
国
の
近
代
以
来
の
最
大
の
英

雄
に
な
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は
重
要
で
あ

り
、
今
後
長
期
間
に
わ
た
っ
て
ア
ジ

ア
が
米
中
両
大
国
が
覇
権
を
争
う
主

戦
場
に
な
っ
て
い
く
。

北
朝
鮮
を
巡
る
情
勢
が
今
年
に
な

っ
て
か
ら
大
き
く
動
い
た
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
金
正
恩
と
の
直
接
会
談

を
発
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
今
ま
で

一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
周

近
平
と
金
正
恩
が
２
度
ま
で
も
会
い
、

さ
ら
に
そ
う
し
た
北
朝
鮮
の
動
き
か

ら
本
気
で
核
放
棄
す
る
つ
も
り
が
な

い
と
考
え
た
ト
ラ
ン
プ
が
会
談
の
中

止
を
発
表
し
た
。
各
国
の
思
惑
が
入

り
乱
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
ア
ジ
ア

を
巡
る
米
中
の
覇
権
の
対
立
は
一
層

激
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
対
応
と
し
て
は
、
歴
史
的

に
も
中
国
に
深
入
り
し
過
ぎ
る
と
火

傷
を
し
て
お
り
、
一
定
の
距
離
を
置

い
て
ほ
ど
ほ
ど
に
つ
き
あ
い
、
東
南

ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
な
ど
穏
や
か
な
相

手
と
連
携
し
て
う
ま
く
や
っ
て
い
っ

た
方
が
よ
い
。

｢中国の経済･政治情勢と今後の行方｣

講師は、1962年 中国四川省生まれ、北
京大学哲学部卒業。1988年に来日、神戸大
学文化学研究科博士課程終了後、民間研究
所勤務。2014年に第23回山本七平賞受賞。
産經新聞に「石平のChina Watch」を連
載中。現在の中国の情勢と今後の行方を経
済・政治など多角的視野から解説していた
だきました。

第７回 通常総会 記念講演会

評 論 家 石
せき

平
へい

氏
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新 会 員 の ご 紹 介 平成29年度入会いただきました。
どうぞよろしくお願いいたします。

事 業 所 代 表 者 所 在 地 電 話 業 種
㈲木川屋商店 高橋 修一 酒田市新橋4-5-15 23-6300 酒類小売業
㈱酒田港オペレーション 鈴木 勇一 酒田市広野字榎橋39 92-2628 卸売業
㈲サンハート 石澤 陽子 酒田市ゆたか2-5-2 33-5712 飲食業
㈲出羽製麺所 白畑 義記 酒田市富士見町2-19-15 26-2376 製麺業
㈲ニューどさん娘 齋藤 貢 酒田市幸町2-2-6 24-1958 飲食業
EASTACI㈱ 田賀 幸男 酒田市法連寺字茅針谷地5-1 43-6128 リース業
㈱イサミ硝子 佐藤 勇 飽海郡遊佐町江地字江地山9-3 76-2611 サッシ販売
シブヤ工業㈱ 渋谷 芳郎 飽海郡遊佐町比子字白木10-104 75-3053 鉄鋼工業
日通庄内運輸㈱ 阿部 靖 酒田市宮海字新林572-4 33-0301 運送業
㈱プレステージ・インターナショナル山形BPOガーデン 玉上 進一 酒田市京田4-1-1 41-2111 サービス業 (BPO業務)
山形新聞社庄内総支社 伊藤 哲哉 酒田市山居町1-5-21 22-1580 情報通信業
㈱ゆざウインドファーム 加藤 聡 酒田市東町1-1-8 23-5418 風力発電事業
AIG損害保険㈱庄内支店 安江 修 酒田市みずほ2-8-2 26-0622 損害保険業
SUPERCAR 進藤 隆 酒田市両羽町9-9 43-0901 自動車整備・販売
あっと保険プラス 佐藤 淳 酒田市光ケ丘4-20-8 090-1060-7666 保険代理店
エス.エス.エンタープライズ 齊藤 昭悦 酒田市浜田2-12-50 090-7327-4743 保険代理店
小島薬局 小島 博 酒田市亀ケ崎4-1-37 22-6410 医薬品小売業
居酒屋 哲平 山城 秀和 酒田市幸町2-2-1 24-1871 飲食業
ダイニングカフェクローバー 茂木 歌子 酒田市こがね町2-6-5 23-0577 飲食業
パラダイス。 堀 多恵 酒田市中町3-4-27 2Ｆ 26-2128 飲食業

�� ������������法人会 自主点検チェックシートを
��������活用しましょう！
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「税を考える週間」（11月11日～17日）の記念事
業を次の内容で行う予定です。
川田 麻美さんは東京二期会会員のメゾソプラノ
のオペラ歌手で、幅広く活躍しています。川田さん
が酒田在住だから実現した企画であり、地方都市で
はなかなか聴けない本格的な歌声をご堪能ください。

平成30年度「税を考える週間」記念事業

開催日 11月13日㈫ 午後 6時30分 開演
会 場 酒田市民会館・希望ホール
案 内 9月以降、ポスター・チラシ等で

予告

突然やって来る税務調査に対して
日頃からしっかり対策を！
是非ご参加ください

日 時 平成30年 7 月18日㈬
午後 2時～午後 4時30分

会 場 総合文化センター 410・411
受講料 2,000円 (当日会場にて承ります。)
主 催 酒田法人会

����������������������経営セミナーのお知らせ
最新の税務調査の動向を知る

税務調査の動向と
節税対策セミナー

講師／星
ほし

叡
ただし

氏

税理士法人
トリプル・ウイン顧問
税理士 行政書士

川 田 麻 美 公演

平成28年４月から２年間、酒田法人会の事
務局長としてご尽力された池田成男氏が５月
末で退職されました。公益社団法人として確
固たる歩みを続けていけるよう、豊富な経験
と優れた知見を生かして諸々の規程や事業の
見直しをしていただきました。ありがとうご
ざいました。

池田事務局長ご勇退

酒田法人会インターネットセミナーのご案内

酒田法人会のホームページから「映像」と
「音声」による本格的セミナーが無料でご覧
いただけます。
法人会で加入していますので、是非ご利用
ください。
人材育成、政治経済、法律、健康など様々
なコンテンツが充実しています。

＜次の手順で進んでください＞

酒田法人会

インターネット・セミナーインターネット・セミナーインターネット・セミナーインターネット・セミナー

酒田法人会のホームページを開く

インターネットセミナー を選択

ログインはこちら を選択

ログインＩＤ に hj1709 と入力し、

パスワード に 4772 と入力してください。

お問い合わせは酒田法人会事務局まで
TEL：0234－26－4772

���お願い
���������������事業所情報に変更がありましたら、事務局まで
�������ご連絡をお願いします。
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新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
女
性
部
会
長
一
期
目

の
佐
藤
幸
美
で
す
。

今
年
度
も
租
税
教
室
を
通
し

て
小
学
生
に
税
を
知
っ
て
も
ら

い
、
か
し
こ
い
納
税
者
の
下
地

作
り
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
講
座
と
研
修
を
通

し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
日
頃
忙
し
く
仕

事
に
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
女

性
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
役
員
一
同
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今

年
は
課
外
研
修
と
い
た
し

ま
し
て
、
鶴
岡
法
人
会
女
性
部

会
の
皆
様
と
合
同
研
修
と
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
の
歴
史
を
酒
田
と
鶴
岡
で

深
掘
り
し
て
い
こ
う
と
計
画
し

て
い
ま
す
。
地
元
に
い
な
が
ら

知
ら
な
い
西
郷
隆
盛
に
ま
つ
わ

る
歴
史
に
ぜ
ひ
触
れ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

楽
し
く
、
美
味
し
く
、
そ
し

て
税
金
の
知
識
も
ち
ょ
っ
と
学

べ
て
、
会
社
や
家
庭
に
戻
っ
た

時
に
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
企

画
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
も
法
人
会
女
性
部
会
を
よ
ろ

し
く
お

願
い
し

ま
す
。

こ
ん

な
会
に

絶
賛
会

員
募
集

中
で
す
。

総
会
に
て
、
平
成
29
年
度
事

業
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計

画
が
無
事
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
3
名
の
卒
業
生
の
ご

紹
介
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご

活
躍
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
記

念
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

方
か
ら
も
多
数
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
29
年
度
は
新
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
山
形
県
連
青
年

部
会
連
絡
協
議
会
の
開
催
を
県

内
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
青

年
部
会
員
が
一
同
に
そ
ろ
う
大

会
と
し
て
、
第
1
回
目
を
酒
田

の
地
に
て
開
催
し
、
出
羽
人
形

芝
居
を
軸
と
し
た
租
税
教
室
を

披
露
す
る
良
い
機
会
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
今
後
こ
の
大
会
が
よ

り
良
い
集
い
と
な
り
、
各
単
会

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

刺
激
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て

お
り
ま
す
。

新
年
度
で
は
、
さ
ら
な
る
組

織
強
化
に
努
め
、
会
員
の
要
望

に
応
え
ら
れ
る
情
報
提
供
、
セ

ミ
ナ
ー
開
催
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

法
人
会
研
修
部
会
（
三
水
会
）
は
、
毎
月
開

催
さ
れ
る
研
修
会
が
主
な
行
事
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
研
修
や
消
費
税
軽
減
税
率
導
入
に
伴
う
実

務
研
修
と
し
て
、
経
過
措
置
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
ま
で
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
複
数
税
率

の
導
入
に
は
多
く
の
負
担
が
予
想
さ
れ
、
早
目

の
対
応
が
必
要
で
す
の
で
、
今
後
も
研
修
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
経
営
者
が
抱

え
る
問
題
を
把
握
し
、
労
務
リ
ス
ク
の
観
点
か

ら
自
社
に
必
要
な
考
え
方
や
方
策
を
理
解
す
る

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
今

年
度
も
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
す
る
計
画
で
す
。

税
務
だ
け
に
留
ま
ら
ず
法
改
正
は
毎
年
の
よ

う
に
行
わ
れ
ま
す
、
常
に
新
し
い
情
報
を
得
て

正
し
い
解
釈
の
も

と
業
務
を
遂
行
し

て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

今
年
度
の
研
修

会
も
有
意
義
な
も

の
と
な
る
よ
う
に

取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
多
く

の
会
員
の
方
々
か

ら
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

佐藤 幸美
女性部会長

�
�
�
�

女
性
部
会 上林 えり

青年部会長

鍋倉 徹
研修部会長

����研修部会
�����(三水会)

�
�
�
�

青
年
部
会

平成30年度 ３部会

酒田法人会の事業の推進に当たり、中心組織である「青年部会」「女性部会」「研修部会
（三水会）」の第７回通常総会が、親会に先立ち４月にそれぞれ開催されました。

女性部会 ４月17日㈫ 10：30～ ホテルリッチ＆ガーデン
研修部会 ４月18日㈬ 12：45～ ベルナール酒田
青年部会 ４月19日㈭ 18：30～ 日新開発ビル

��� ������������第４回 通常総会が開催されました

第７回　通常総会が開催されました第７回　通常総会が開催されました第７回　通常総会が開催されました


